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アンケートは短期大学 1年次学生 262 名に対し実施した。第 1回のアンケートは幼稚園における実
習終了後の 2019 年 11 月に紙面により実施し、第 2回は保育所における実習終了後の 2020 年 6 月に
Google フォームにより実施した。実習日誌に関するアンケートの内容は、第 1・2回共通のものは日誌
に関する質問で、時系列の記録について 11 項目（表 4）、事例と考察について 6項目（表 4）、実習の振
り返りと目標設定について 5項目（表 4）、部分実習について 2項目（表 4）、日誌作成についての自由
記述（表 6-9）である。第 2回のみの内容は、文章表現の授業に関する 8項目（表 5）、入学前に関する
7項目（表 5）である。本研究では、計 3種類のアンケート全てに回答した学生のうち、アンケート内
































（t（120）=3.787, p<.001）」、「保育者の姿が思い出せない（t（120）= 3.943, p<.01）」、「保育者の援助の意図







出せない）（t（120）=3.055, p<.01）」の 2項目で、1回目と比較し 2回目の実習終了後に有意に平均点が
低く、困難感が増しているという結果であった。
実習の振り返りと目標設定に関しては、「実習目標に対する振り返りはできた（t（120）=2.845, 
p<.01）」の項目で有意に 2回のアンケート平均点に差があり、1回目実習終了後が 2.70 点、2回目実習
終了後が 2.40 と困難感が軽減していたことがわかった。
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